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　老朽化に伴う既設建物の解体が完了し、年月に起工式を
行った。新築工事は同月に着手した。複数の建物が所狭しと立
地する県庁敷地内。中でも一番奥まった場所が第二別館の施工位
置となる。北側に松山城城山、南側に第一別館が近接し、スペー
スいっぱいに地下１階地上階の建物を建設する。
　現場出入口に制限がある条件下で施工アプローチは南面と西面
しか確保できない条件が重なり、施工の難易度を格段に引き上げ
た。建築工事を担当した熊谷組・一宮工務店・二神組の西田俊
郎副所長は「地下工事中は作業構台、地上工事中は南スロープ部
に置き構台を設置し、施工ヤードを何とか確保した」と現場の特
徴を説明する。
　最初に一番の難関が待ち受ける。掘削部より北側５ｍに城山擁
壁斜面が迫り、城山の土圧を背負った状況で地下ｍまで掘削し
なければならない。「土砂災害特別警戒区域は全国各地にあって
も、区域間近を掘り下げるのは経験がない」と西田副所長。
　年１月に着手した山留め支保工は、土圧に対応できるよう強
固なＳＭＷ（ソイルセメント連続壁）工法とし２段水平切梁で支
えた。同４月中旬から掘削を開始。１次掘削で地下２ｍ、２次掘
削で地下５ｍ、３次掘削で地下８ｍと、段階的に掘り進めていっ
た。掘削土量は約１万㎥に上る。
　熊谷組の江川敦義所長は「着工前はとにかく心配だった。掘
削範囲は城山に近く、何かあってもおかしくない場所だ」と地下
工事を振り返る。城擁壁や既存駐輪場に複数の測点（プリズム）
を設置し、トータルステーションで各測点の３次元変位を把握し
た。時間、擁壁と山留の自動計測も行い、計測値がＦＥＭ解析
の管理値を超えた場合、工事関係者に警報メールを発信するシス
テムを採用するなど細心の注意を払った。
　１階床のコンクリート打設が始まったのは年月。全体工期
の約半分を地下工事に費やしたことになる。その後の鉄骨工事は
スピードアップを重視。資機材の揚重にタワークレーンを２基使
用し、フロアクライミング形式とした。後の工程をスムーズにす
るため、北面と南面に設置するＣＬＴ（直交集成板）耐震壁を鉄
骨建て方と同時施工する施工計画を採用した。
　年２～４月に鉄骨建て方、５～６月に外壁、７月はカーテン
ウォール、８月に屋上防水と順調に工事を進めていった。９～
月に足場を解体し、月からはタワークレーンを解体しつつ、設
備の搬入や外構工事などを進めていった。
　江川所長は「２年間長かった。いろいろあって大変だったが、
何事もなく計画通りできてよかった。それが一番だ」と安堵（あ
んど）の表情を見せる。

　年に建設された既存第二別館は、耐震性に課題があったた
め、現地で建て替えることとなった。今回の設計における最大の
使命は、大規模災害発生時にも県の防災拠点として確実に機能し
続けることであり、柱頭免震をはじめとした事業継続性（ＢＣＰ）
に配慮した施設として設計した。
　敷地北側は松山城の麓に位置し、土砂災害特別警戒区域内にあ
たることから、万一の土砂災害時にも建物本体を保護できるよう
土留め壁を計画している。
　年竣工で国の登録有形文化財に指定されている本館の縦基
調の外観を踏襲した外観とし、大庇の軒裏に杉材を用いて木の温
かみを感じられる計画とした。さらに、地震力を負担する耐震壁
に木質系材料であるＣＬＴを採用し、内装として木を現しにする
ことで、木の温かみを体感できる執務空間としている。
　環境面では、執務室における省エネルギーと快適性の両立を図
り、「潜熱・顕熱分離空調システム」を採用した。湿度を適切に
制御することで、過度な冷房に頼らず快適性を確保するクールビ
ズ設定が可能となり、環境負荷の低減に寄与する。ＣＬＴの採用
による木材使用量は㎥に達し、約ｔの炭素固定に貢献する。
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■工　事　名：愛媛県庁第二別館新築工事
■発　注　者：愛媛県
■所　在　地：松山市一番町４丁目４２
■延床面積：，．㎡
■階　　数：地下１階地上階＋機械フロア
■最高高さ：．ｍ
■構　　造：Ｓ造（地下１階柱頭免震）＋ＣＬＴ耐震壁
■工　　期：年月５日～年１月日
■設　　計：株式会社梓設計関西支社
■監　　理：株式会社大建設計大阪事務所
■施　　工：熊谷組・一宮工務店・二神組ＪＶ（建築）、四国通建・日電・近藤電設ＪＶ

（電気設備）、重松兄弟設備・日機愛媛・北四国エアコンＪＶ（空調設備）、
株式会社松原水道工業所（衛生設備）

写真提供：株式会社熊谷組
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